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教員の教育意欲

GPA得点分布公表

学生の学習意欲

教育の質の向上

成績評価の厳格化

DUET
緊密に一体化



DUET

学生

履修科目登録・開講時

・シラバス情報の整備

科目履修中

・図書館利用促進等

科目履修終了時

・ＧＰＡ得点分布公表

シラバス記載の徹底
・科目の概要
・授業計画
・成績評価基準
･テキスト
・参考文献

シラバス情報の活用
・概要、授業計画の確認
学生個人別環境の活用
・カリキュラム表
・履修科目登録

シラバス情報における参
考文献の明記
授業評価アンケート実施

図書館利用
・シラバス情報と目録検
索システムとの連携

授業評価アンケート回答

成績・学習成果の確認と
分析
・成績通知表

成績評価結果の分析

教員

学修支援システムDUET

成績評価の厳格化へ



『シラバス情報』
アクセス数（４月）

（件）
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DUET公開

GPA導入

２００６

有効性を示す指標（履修科目登録・開講時）

４９７，６３７
約３４倍！

シラバス情報の有効活用

（２００１年度比）



図書貸出冊数（4,5月）

（冊）

60,000

55,000

50,000

45,000

40,000

２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５年

４１,７２１ ４１,７９６

４３,８７８

４６,５３２

２００６年
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学習意欲の向上

②貸出回数の多い文献上位２０位の約70%がシラバスに掲載されている参考文献である
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有効性を示す指標（科目履修中）

①図書館では1992年より、シラバスに掲載されている参考文献をすべて収書している

６０，８１６

４６％増！

（２００１年度比）



厳格な成績評価に関する教員意識調査

(２５%)

(１７%)
４５％

成績分布に配慮するようになった

高得点を付ける数を増やした

(３%)　その他

［回答］ＧＰＡ制度導入により成績評価基準を変えた

６５％

(３０%)

得点分布を参考にして評価基準を変えた

［回答］ＧＰＡ得点分布公表を見た

有効性を示す指標（アンケート調査結果）
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GPA得点分布
アクセス数
（1日）

２００４春 ２００４秋 ２００５春 ２００５秋学期成績

７６,１８４

３６,４６６

４６,７５６

８５,１２３

１３３％増！

有効性を示す指標（科目履修終了時）

学習成果の自己評価 （２００４年春比）

得点分布を公表した初日が最もアクセスが多い


